
交配 摘果 収穫 剪定

「いちはら梨」新規就農研修 研修生募集

江戸末期から続く歴史あるブランド産地「市原市」
いちはら梨の未来を担う研修生（新規就農希望者）を募集します。

募集内容 梨で新規就農を希望する方（研修生）

募集期間 令和７年６月２０日（金）から令和７年９月30日（火）
※受付は土・日・祝日を除く、９：００～１７：００となります。

募集人数 若干名

研修生の
要件

・心身ともに健康で就農に強い意欲を持ち、研修終了後、１年以
内に本市内で就農する者。
・普通自動車免許を有しており、自ら移動手段を準備できる者。
・家族の同意と協力を得て、自己責任で農業経営を行うことが出
来る者。
・研修終了後、市内で概ね１０年以上農業を継続できる見込みの
ある者。（概ね60歳未満）
・就農に際しての自己資金を有している者。
・就農時、本市に住所を有する者。
※その他詳細は、市ホームページで確認

応募方法 ・下記の必要書類を記入し、事前にご連絡の上、農林業振興課に
持参し提出。
・提出時に簡単なヒアリングを行います。
※持参できない場合は、応相談。

必要書類 ・研修申請書（別記第1号様式）、履歴書、個人情報の取り扱い
について（別記第2号様式）、意向調書
※様式は市原市のウェブサイトからダウンロードできます。

そ の 他 ・１０月に書類及び面接による選考会を実施し、研修受入れの可
否を決定します。

研修期間 令和７年1１月から24ヶ月程度（週4日程度）

研修場所 市原市農業センター、市内梨園（生産者ほ場）ほか

主催 市原市（農林業振興課）

協力団体 千葉県千葉農業事務所、JA市原市、
市原市農業振興協会果樹部

研修内容 ・以下、①②の研修を概ね2年間に渡り受けていただきます。
・年間の研修時間は、1,２00時間程度を予定しています。
①座学による基礎研修
（農業基礎、病害虫防除、土壌肥料、農業機械、経営基礎など）

②生産者の梨園にて実地研修
（交配、摘果、新梢管理、収穫・調整、肥培管理、剪定作業など）

※詳細は、市ホームページにてご確認ください。

研修期間
中の支援

・一定の要件を満たした場合、国の新規就農者育成総合対策に
おける就農準備資金の交付を受けることができます。
※月12.5万円（年間最大150万円）を最長2年間交付。

そ の 他 ・研修期間中は、傷害保険及び損害保険の加入をお願いします。
その際の費用は自己負担です。
・研修期間中に発生する個人生活に係る費用（住居費・作業着
等）、梨管理用の剪定鋏など、基本的な道具も研修生負担です。

募集概要 研修概要

詳細は、こちらの二次元
コードから市ウェブサイト
で御確認ください！
一緒に市原の農業を盛り
上げましょう！

市原市マスコットキャラクター オッサくん

★問合せ及びお申込み先 市原市農林業振興課
〒２９０-０２５３ 千葉県市原市安須９８０
TEL：0436-36-4187
Mail：nougyoushinkou@city.ichihara.lg.jp

mailto:nougyoushinkou@city.ichihara.lg.jp
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4月

1年目
令和７年６月
研修申込

１０月
選考会・研修生決定

1１月～
研修スタート

（座学・枝抜き・剪定など）

２年目～

令和８年１１月～令和９年10月頃まで
①座学
②実地研修
（交配・摘果・新梢管理・収穫・調整・販売・肥培管理・枝抜き・剪定）
③研修と併行し、農地・住居選定 4月

令和９年 秋
就農

★市原市ってこんなところ

★研修申込から就農までの流れ

★いちはら梨の紹介

市原市は、千葉県のほぼ中央に位置し、都心から50km圏内、東京
駅、羽田・成田両空港まで約60分という立地にあります。県内では最
も広い市域を有し、エリアによって見せる表情が異なるのが魅力の一
つです。市北部には石油化学工業をはじめとする大手企業が多数進
出し、コンビナート群が形成・発展しました。このコンビナート群は「工
場夜景」を楽しめる観光資源にもなっています。市南部は養老渓谷に
代表される水と緑豊かな里山の風景が広がり、この里山を背景に小
湊鐵道が走る姿は多くの人々を惹きつけています。さらに2020年1
月、約77万年前の地磁気逆転現象が世界中で最もよく観察できる
場所として、養老川流域田淵の地層が国際基準となったことにより、
注目を集めています。

詳細は市ウェブサイトへ
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